
 愛知県景気動向指数の算出方法の見直しについて 
 

  本県では､内閣府が２０１１年９月公表分から採用した CI の計算方法の変更に従って､２０１３年１月

公表分より同様の手法及び「外れ値」（異常値）処理を用いて算出することとしました。また、近年にお

ける経済構造の変化を考慮し、より的確に景気動向を把握することができるようにあわせて採用系列の一

部見直しも行いました。 

 

 ○CI の計算方法の変更 

１ 内閣府による新手法の採用 

   世界金融危機や東日本大震災のようなマクロショックが発生し、多くの系列にその影響が同時に発   

現する「共通循環変動」と、ある時に個別の系列において「外れ値」（異常値）が発生する「系列固有

変動」を分解し、「系列固有変動」に限定して「外れ値」処理を行う方法を採用しました。  

 

２「外れ値」（異常値）処理 

 CI は、各採用系列の変動の平均値として算出されます。このため、ある系列に「外れ値」が発生し

た場合に CI が大きく変動することがあります。 こうした大きな変動が発生しないよう、採用系列ご

とに、変動の上限・下限値を設定し、その上限・下限値を超える変動が生じた場合には、その変動を

上限・下限値に置き換える「外れ値」処理を行うこととしました。その結果、指数の平滑度が外れ値

処理をしない場合より高くなります。 


